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教 J交城 憲二 弘教授藤田 1J乙A 
教授千田 香苗教授杉山 博教授圧司 一郎
教授吉岡勝哉教授竹内 ニ町由二 一一
論文内 容の要 1::. 日
木論文は，再同折光学系において回折而を適当に操作することにより，物体の位相構造の定量を行
なう乙とを述べたもので，広い意味での Schlieren 法である。
物質の屈折率の変化， 厚みの変化， また表面形状は， これを透過または乙れから反射する光波に
仇相尭を生ぜしめる。 この効果毛利用して物質の光学的位相構造を測定する方法に干渉位相井法と























































定量を行なうもので，広い意味での Schlieren 法であるが， Schlieren 法は古くから広く応用されて
いるにもかかわらずその定量化の研究が極めて少ないこと，著者は最近の粘像理論を使ってこの問題
を研究し，箔 1 章以下に述べるような操作によって Schlieren 法の一般化と定量化に成功したと述
べている。































間を短縮する方法， half stop により感度をよくする方法， 多色光源を使って精度を上げる方法など
を考察しそれらの理論的ならびに実験的な研究を完成したD したがって，本研究の成果は長い間の懸
案を解決し，工学研究に極めて有用な子段を提供した点にあって，学位論文として価値あるものと認
める。
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